
仁寿会地域総合ヘルスケアステーションかわもと
・加藤病院
強化型在宅療養支援病院・島根県地域医療拠点病院
日本医療機能評価機構認定病院
・医療近接型住まい「穏」
医療近接型住まい
・介護老人保健施設仁寿苑
在宅復帰強化型
・在宅療養支援センター
ケアプランステーションかわもと
訪問看護ステーションかわもと
ホームヘルパーステーションかわもと
グループホームかわもとあいあいの家

仁寿会地域総合ヘルスケアステーションおおだ
・仁寿診療所そじき
大田市指定管理者
・仁寿診療所ながひさ
・ナーシング＆リハビリテラス和かち逢う家
サービス付き高齢者向け住宅
・在宅療養支援センター
ケアプランステーションながひさ
訪問看護ステーションかわもとサテライトながひさ
ホームヘルパーステーションながひさ

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する
地域包括ケア推進事業

圏域課題解決推進事業（しまね型医療提供体制構築事業）

平成30年03月15日
平成29年度第2回地域包括ケアシステム関係機関連絡会議

社会医療法人仁寿会 理事長 加藤節司
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平成27年4月現在

全老健調査

仁寿会は在宅療養を支援する医療介護福祉複合事業体です

2009年厚生労働省島根労働局認定次世代育成支援対策事業所／2010年しまね子育て応援企業「こっころカンパニー」認定
2011年しまね子育て応援企業「こっころ大賞」受賞／2015年第1回しまねいきいき雇用賞受賞
2016年厚生労働省認定若者雇用優良事業所「ユースエール」事業所認定
2018年厚生労働省しまね労働局認定次世代育成支援対策高水準事業所「プラチナくるみん」
2018年経済産業省「健康経営優良法人2018：ホワイト500」認定
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へき地医療分野社会医療法人



社会医療法人仁寿会

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する地域包括ケア推進事業

事業計画概要

事業の基本方針
地域医療構想の達成を目標に、既存の資源が機能分担および連携強化を推
進することで、質が高く効率的な医療・介護提供体制を確保する。

事業項目
仁寿会の地域包括ケア取り組みイメージから次の「4つの視点」で取組む。

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防
Ⅱ. すまい・すまい方
Ⅲ. 生活支援・福祉サービス
Ⅳ. 本人の選択と本人・家族の心構え

地域医療構想に掲げた課題の解決を行う事業
圏域課題解決型推進事業（提案型）

しまね型医療提供体制構築事業



社会医療法人仁寿会

医療関連専門職育成

行政の取り組み・連携支援

アドバンスケアプランニング
普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備 新規・既存の社会資源活用

医療介護水先案内人育成

食事栄養支援

しまね型医療提供体制構築事業

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する地域包括ケア推進事業
課題を”地域包括ケア取り組みイメージ”植木鉢図”へ落とし込む“

特定・口腔機能健診推進

産業保健活動の推進

医療介護連携推進

ICTの活用



社会医療法人仁寿会

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する地域包括ケア推進事業

事業構成団体

住民

仁寿会

県央

保健所

大田市

立病院

大田市

医師会

大田

歯科

医師会邑智郡

医師会

邑智

歯科

医師会

川本町

商工会

川本町

社協

邑智郡

食事栄

養支援

協議会

医療介護総合確保基金を活用
これまでの仁寿会で取組んだ連携事業の実績
“つながる”を継続活用
• 平成24年
「国/在宅医療拠点事業」

• 平成25年～27年
「県/在宅医療・介護連携推進事業」

• 平成28年
「県/医療連携推進事業」



社会医療法人仁寿会

事業報告～地域包括ケアシステム「4つの視点」から～
Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

医療関連専門職育成

行政の取り組み・連携支援

アドバンスケアプランニング普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備 新規・既存の社会資源活用

医療介護水先案内人育成

食事栄養支援

特定・口腔機能健診推進

産業保健活動の推進

医療介護連携推進

ICTの活用



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-病院間連携協定の締結推進

行政の取り組み・連携支援

 県央保健所支援による病院連携協定に向けた連携調整（大田市立病院、公立
邑智病院、石東病院、加藤病院：医師・看護師・事務スタッフミーティング開始）

 大田市立病院と加藤病院間での情報共有標準化調整
① まめネット公開情報の統一化
② 文書の標準化（患者情報提供シート、患者データベース：入院・入所情報
提供書・連絡票・サマリー、食事形態一覧表）

③ ICTを活用した情報共有（まめネット、Web会議システム）



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

病院間連携協定締結推進イメージ

• 機能分化/連携強化
• ブランディング/人材確保
• 人材育成
• 標準化

中核病院

〇 患者の治療に関し、回復まで責任を持つ
〇 診療科のレパートリーをできる限りカバー
する「総合病院」志向

病院完結型医療

発症

地域連携型医療

回復期病棟急性期病棟

役割分担

療養病床を持つ
病院

在宅医療を
担う病院
診療所

回復期病院

急性期病院

大田市立
病院

公立
邑智病院

石東病院加藤病院

病院連携協定
締結

（明確化）

県央保健所総務企画スタッフ 陶山崇様
「島根地域医療構想と大田圏域における病院機能について」より引用

大田圏域連携型（案）

行政の取り組み・連携支援



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

まめネット活用推進ー公開情報の統一化

まめネット公開情報の統一化
「大田市立病院」「公立邑智病院」＝ 「加藤病院」「仁寿診療所ながひさ」

連携病院間でまめネット情報を共有し連携強化

NPO法人しまね医療情報ネットワーク協会「まめネットHP」から抜粋

大田市立
病院

公立
邑智病院

仁寿診療所ながひさ
（サ高住併設診療所）

加藤病院

共通患者
情報共有

石東病院
1/30加藤病院見学
平成30年度導入予定

行政の取り組み・連携支援



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

医療介護連携推進

 感染制御における連携推進
 大田市立病院・加藤病院合同カンファレンス＆院内ラウンド（1/3ヶ月）
 おむつ交換手技標準化講習会(予定）

 認知症支援体制構築支援
 認知症疾患医療センター：県央保健所を窓口に認知症疾患医療連携協議会設立
支援

 緩和ケア体制構築支援
 既存団体との連携（緩和ケアネットワーク大田、おおなん元気サロン）会議開催
 在宅での看取り啓発研修会の開催（司法・行政書士との連携推進）

 在宅医療・介護の充実と支援体制構築
 定期巡回・随時対応型訪問介護看護を活用した在宅療養支援体制の提案



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

連携型認知症疾患医療センター（大田シルバークリニック）
大田圏域認知症ネットワーク協議会支援

しまね認知症疾患医療センターHPから抜粋

大田市立
病院

石東病院

加藤病院

面で支える
機能分化
と連携

サービス付高齢者向け住宅
ナーシング＆リハビリテラス

「和かち逢う家」
+

定期巡回・随時対応型訪
問介護看護サービス

「ホームヘルパーステーション
ながひさ」

 検査体制（CT、MRI、SPECT）
→大田市立病院

 BPSD等急性期入院治療を行う
→石東病院

 急性期後、レスパイト
→加藤病院

 地域の受け皿
→和かち逢う家+ホームヘルパー
ステーションながひさの定期巡回・
随時対応型訪問介護看護サービ
スで療養生活を支援

医療介護連携推進



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-出前講座開講

在宅医療・介護の充実と支援体制構築のため川本町と連携

医療介護連携推進
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防
ー地域医療構想に伴う病床削減への受け皿づくり

在宅医療・介護の充実と支援体制構築
ー定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービス開始

対象者

65歳以上で、 要介護1～5の認定を受けられた方
※特定疾患による場合は、40歳以上65歳未満の方も対象となります。

平成29年4月1日より大田市指定事業
定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスを開始しました！

”住み慣れた自宅（地域）で住まう（生活）を応援”
ご利用者さまが、住み慣れたご自宅（地域）で、より安心して暮らし続けら
れるように、1日の中で、必要なタイミングに必要な時間、複数回のケアが可
能となり、夜間でも必要時に相談ができる他、ご自宅までスタッフが訪問し、ケ
アを受けていただくことができます。
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防
ー定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの内容

定期巡回サービス

あらかじめ作成された介護計画（ケ
アプラン）に基づき、排泄、入浴、食
事などの介護のほか、日常生活上
必要なケアを1日複数回、短時間
訪問を基本として提供します。

訪問看護事業所との連携

連携する訪問看護ステーションが定
期的な看護評価・看護管理・指導・
必要な診療補助及び助言を行いま
す。

随時対応サービス

ご利用者さま又はご家族さまからの
相談や通報の内容に伴い、状況に
応じて対応（電話による相談援助、
関係各所への連絡など）を行います。

随時訪問サービス

随時対応サービスにおいて、訪問が
必要と判断した場合（緊急対応を
要する状況）には定期巡回以外の
随時訪問を行います。

24時間365日のサポートがご自宅で受けられる
定期巡回・随時対応型訪問介護看護サービスの内容

※専用のケアコール端末を貸出し、ご自宅に設置します。

医療介護連携推進
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防
-入院サービスと同じ仕組みのサービスを在宅で提供

～
入
院
中
と
自
宅
で
の
1

日
の
生
活
の
比
較
例
～

医療介護連携推進
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事業報告～地域包括ケアシステム「4つの視点」から～
Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

医療関連専門職育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備 新規・既存の社会資源活用

医療介護水先案内人育成

食事栄養支援

特定・口腔機能健診推進

産業保健活動の推進

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-まめネットの活用拡大

 「大田市立病院」「公立邑智病院」のまめネット公開情報に合わせ「加藤病院」
「仁寿診療所ながひさ」のまめネットシステム改修（県補助事業活用）

 まめネット在宅ケアシステムの活用提案
① 大田市立病院と大田歯科医師会でのパイロット事業調整
② 邑南町ケアマネジメント支援会議にて、邑南町内のケアマネジャーに対して歯
科医院と老人福祉施設での活用状況報告（H27県まめネット在宅版パイ
ロット事業の実績）と活用提案

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

まめネット在宅ケアシステムの活用

 独立した専用のタブレット端末（au
回線利用）を使用－各施設での既
存システム改修不要、新規システム
導入不要

 平成27年度県パイロット事業の実
績・経験をもとに、医科歯科連携強
化として、“大田歯科医師会”と”大
田市立病院”で新パイロット事業を行
う

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-医科歯科連携

まめネット(在宅ケア支援システム)活用イメージ）

歯科診療所
主治医 患者情報を連絡ノートの活用により、認知

症等初期症状等の情報を共有できる。

本日の歯科受診された○○さ
まの情報について報告します。

大田市立病院
主治医

本日の受診された○○さまにつ
いて、頂いた“気づき”を参考に
診察した結果を入力します。

歯科医師が診療した際の“気づき”を医科主治医に情報提供

「連携は口から＊」

”気づき”を入力

主治医からの結果を確認
診療に活かす

”気づき”を確認

診療後
”気づき”

への回答を入力

【課題】
①在宅ケア支援シス
テムと既存の電子カ
ルテシステムや介護
管理システムとのリ
レーション
②通信インフラの地
域整備格差から、使
用地域が限定される

＊平成24年度 国在宅医療連携拠点事業のキーコンセプト

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

 遠隔診療パイロット事業（Web会議システム）
 D to P 加藤病院訪問診療における情報通信機器の活用
 D to C 病院と介護福祉施設との情報共有(加藤病院⇔やすらぎ荘)

 医療機関、介護事業所へのスマートデバイス導入支援
 専用PC貸出と運用支援

 ICTツールの活用
 文書の遠隔共同編集;邑智郡食事栄養支援協議会における嚥下調整食の標準
化マニュアル（仮称）作成作業部会でのサイボウズliveによる遠隔共同編集

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

遠隔診療パイロット事業（Web会議システムを活用したD to P）

患者宅 加藤病院貸出用タブレット（ドコモ）

”患者・家族の思い”を定期訪問以外でも伝えられ（共有できる）”つながる”、気軽に使える支援ツール

Web
会議

本人・家族から
心配事等の相談

医師・看護師助言
※必要に応じて訪問

患者・家族がタブレット操作

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

 医療介護連携医療教育
 リハビリ：川本福祉会、救急看護：大田市社会福祉事業団へのe-ラーニング提
供または講師派遣

 郡内歯科診療所歯科衛生士の加藤病院地域医療臨床実習受け入れ
 Web会議システムを活用したe-ラーニング体制構築

 官民人材交流促進
 県央保健所医師（新任医療専門員）の地域医療臨床実習受け入れ

 医療介護水先案内人育成支援
 邑南町ケアマネジメント支援会議（まめネット活用事例報告会）講師派遣

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-ケアの標準化

Web会議システムを活用したe-ラーニング・合同カンファレンス

仁寿会リハビリスタッフ

江川荘
（養護）

やすらぎ荘
（特養）

食事に関する
リハビリスキル
の標準化

食事に関連する
リハビリについて学びたいやすらぎ荘

（特養）

江川荘
（養護）

仁寿会
リハスタッフ

摂食嚥下リハビリのうち
施設スタッフで行える
日常的なリハビリスキル

を提案

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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島根大学医学部・広島国際大学薬学部・医療栄養学部・島根県立大学看護学部 東邦大学医学部ほか

2011年～
医・薬・看専門職学生連携教育プログラムの実践

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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摂食嚥下障害研修年間プログラム研修

2017年8月 嚥下調整食体験
東邦大学医学部 島根県立大学看護学部
広島国際大学薬学部・医療栄養学部

嚥下障害体験

嚥下造影検査実習＆造影調整食実食体験実習

ICTの活用、医療介護連携・関連専門職育成
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事業報告～地域包括ケアシステム「4つの視点」から～
Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
・官民人材育成
・医療介護水先案内人育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備 新規・既存の社会資源活用

医療介護水先案内人育成

食事栄養支援

特定・口腔機能健診推進
産業保健活動の推進

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
・遠隔診療パイロット開始
・Web会議システムの活用
・ICTツールの活用



社会医療法人仁寿会

Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防

特定・口腔機能健診推進、産業保健活動の推進

 邑智郡食事栄養支援協議会事業支援
 LEDO健診（島根県後期高齢者歯科口腔健診）後のフォローアップ体制構築
郡内3町地域包括支援センターとの情報共有

 仁寿会：産業保健活動の実施
 企業への産業保健活動実施特に長時間労働者、ストレスチェック高ストレス者への
面接指導の構造化、禁煙推進支援
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-地域多職種リアルタイム会議

歯科診療所会場

病院カンファレンス会場
 VF検査しながら4元中継

 VF・VE動画を共有

 摂食嚥下・栄養 webカンファレ
ンス実施

紹介元施設会場 スタッフ

VE動画

VF動画

検査室

特定・口腔機能健診推進、産業保健活動の推進
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-ケアの標準化研修

摂食・嚥下・口腔ケアに関する情報共有・ケアの標準化

・病院から在宅へと切れ目のない質の高いケア

・紹介元スタッフの見学・実習受け入れ

ベッドサイドでの看護・介護研修 嚥下障害症状別リハビリ

特定・口腔機能健診推進、産業保健活動の推進
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防ー嚥下標準指導書作成

ハンドブック「○○様の上手に食べるポイント」運用開始
退院時に主治医（紹介元診療所）とご本人（家族含む）に入院中得られた情報を記載し情報提供を行う。

特定・口腔機能健診推進、産業保健活動の推進
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Ⅰ. 医療・看護・介護・リハビリ・保健・予防-健康行動在宅医療啓発・支援

企業等の衛生管理者と医師・保健師の連携強化で働く人を支援
親の介護を担う（必要とする）世代に対して包括ケア・在宅医療の概要を伝えることができる

次世代の利用者に対して在宅医療の概要を伝えることができる

組織の委員会活動として行うため、情報伝達の波及、迅速性において高い効果が期待できる。

現役で働く人々自身の健康意識の向上、健康行動への動機づけへの効果が期待される。

ストレスチェック高ストレス者、長時間労働者への面接指導等改正法規の適切な遵守

2017年度(12月末）
長時間労働面接指導 15名
高ストレス者面接指導 ３名

特定・口腔機能健診推進、産業保健活動の推進
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医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
・官民人材育成
・医療介護水先案内人育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備 新規・既存の社会資源活用

医療介護水先案内人育成

食事栄養支援

特定・口腔機能健診推進
・邑智郡LEDO健診事後措置フロー運用

産業保健活動の推進
・仁寿会：産業保健活動の実施

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
・遠隔診療パイロット開始
・Web会議システムの活用
・ICTツールの活用

事業報告～地域包括ケアシステム「4つの視点」から～
Ⅱ. すまい・すまい方
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Ⅱ. すまい・すまい方

 医療近接型住まい「穏」の開設（H29.5から運用開始）
 「穏」を切り口に、川本町、川本町商工会、川本町社会福祉協議会との連携強化（買い物支援やボ
ランティアによる提供サービスの拡充：コンパクトシティモデル）

 利用者7名（夫婦利用1ケース）※3/1時点
 利用内容：自宅介護の可能性確認、自宅改修までの利用、家族と同居までの待機、レスパイト、通
所リハでのリハビリ継続（通いやすい）のため など

 新規・既存の社会資源のコラボレーション
 サービス付高齢者向け住宅ナーシング＆リハビリテラス「和かち逢う家」が地域住民（自治会、各住民
団体）と連携し、サ高住を切り口に住民が“集まれる・相談できる・学べる”場所の創設提案：大田
市高齢者の通いの場づくりモデル事業
「長久地域ふれあい協議会」との連携

 「通いやすい」「訪問しやすい」「集いやすい」場所の活用提案（穏、和かち逢う家）

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
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Ⅱ. すまい・すまい方
医療近接型住まい「穏」

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
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Ⅱ. すまい・すまい方

川本で“住まう”ための「穏」活用イメージ

ご本人が通いやすい
医療・介護・福祉・町内
スタッフが訪問しやすい

ご家族・ご友人が集いやすい

・加藤病院のご利用
（外来、入院、相談員等への相談）
・仁寿苑のご利用（入所、通所リハビリ）
・仁寿会在宅療養支援センターのご利用
（ケアマネジャー等への相談）
・今受けているサービスをそのままご利用
（デイサービス等）
・行政サービスのご利用
（支援専門員への相談等）
・弓市商店街のご利用
（日用雑貨購入、食事等）

・加藤病院訪問サービスのご利用
（訪問診療、往診、緩和ケア、訪問看護、訪問リハビリ、
訪問栄養指導）
・仁寿苑のご利用（通所リハビリ等）
・仁寿会在宅療養支援センターのご利用
（ケアマネジャー、訪問看護、ヘルパー・福祉有償運
送）
・今受けているサービスをそのままご利用
（デイサービス、ヘルパー等）
・行政サービスのご利用
（支援専門員での支援、配食等）
・弓市商店街のご利用
（日用雑貨、クリニーング、配食など）

・退院先としてご利用
・自宅（個室）として療養できる場所としてご利用（ご
家族やご友人で介護や見守）
・ご家族と同居でご利用
・がん症状緩和を入院せずに家族にも気兼ねなく療養生
活の場としてご利用
・療養する新たな場所としてご利用

医療・介護・福祉・商業が近接している強み（コンパクトシティ）を活かした「療養する場所の新たな選択肢」
地域のあなたのホーム（自宅） ＝ 医療近接型住まい「穏」

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
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Ⅱ. すまい・すまい方-インフォーマルサービスの開発

医療近接型住まい「穏」 川本町社協：ボランティア連携

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
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Ⅱ. すまい・すまい方-宅配メニューブックの開発

医療近接型住まい「穏」 川本町商工会：買い物支援連携

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
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医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
・官民人材育成
・医療介護水先案内人育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
・医療近接型住まい「穏」の活用
・新規・既存の社会資源活用
・大田市通いの場整備事業との連携

新規・既存の社会資源活用
・川本町商工会連携（買い物支援）
・川本町社会福祉協議会連携（ボランティア）

医療介護水先案内人育成
・まめネット在宅ケアシステム活用提案

食事栄養支援

特定・口腔機能健診推進
・邑智郡食事栄養支援協議会事業支援

産業保健活動の推進
・仁寿会：産業保健活動の実施

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
・遠隔診療パイロット開始
・Web会議システムの活用
・ICTツールの活用

Ⅲ. 生活支援・福祉サービス
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Ⅲ. 生活支援・福祉サービス

 邑智郡食事栄養支援協議会(27年度県推進事業で設立)運営支援
 研修会の開催（計3回）
① 運動で認知症を予防しましょう（文部科学省未来医療研究人材養成拠点
形成事業共催：兵庫医科大学、神戸大学、島根大学）

② 高齢者の栄養管理～低栄養の予防～
③ がん患者の周術期口腔機能管理

 標準食支援マニュアル（仮称）作成に向け作業部会設置（邑智歯科医師会、
リハビリテーションカレッジ島根、益田鹿足歯科医師会）

 第4回邑智郡口腔ケアサポーター研修2/4開催
 食事栄養の嚥下調整食の標準化（食事形態標準表の作成）

食事栄養支援
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Ⅲ. 生活支援・福祉サービスー食事栄養支援に関する取り組み

邑智郡食事栄養支援協議会事業内容と本事業

1. 郡内における食事栄養支援に関する意見交換の場を提供

2. 口腔ケアサポーター養成研修制度の運営

3. 食事栄養支援に関する普及啓発事業（研修会、講演会等の開 催）

4. 摂食嚥下障害患者のマネージメントに関する連携システムの構築

5. 食事栄養摂取に関する医療・保健・福祉における統一した指標と包括した取り組みの構築

6. 終末期医療（栄養関連）に関する意見交換とコンセンサスの醸成

7. 郡内を対象とした食事栄養に関する調査研究

食事栄養支援
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Ⅲ. 生活支援・福祉サービス‐医療介護連携の強化

食形態情報標準化・口腔ケアサポーター研修

食事栄養支援
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医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
・官民人材育成
・医療介護水先案内人育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発

新規・既存の社会資源活用
・川本町商工会連携（買い物支援）
・川本町社会福祉協議会連携（ボランティア）

医療介護水先案内人育成
・まめネット在宅ケアシステム活用提案

食事栄養支援
・邑智郡食事栄養支援協議会運営支援
・研修会開催
・標準食支援マニュアル作成準備
・口腔ケアサポーター研修開催
・食事形態標準表作成

特定・口腔機能健診推進
・邑智郡食事栄養支援協議会事業支援

産業保健活動の推進
・仁寿会：産業保健活動の実施

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
・遠隔診療パイロット開始
・Web会議システムの活用
・ICTツールの活用

事業報告～地域包括ケアシステム「4つの視点」から～
Ⅳ. 本人の選択と本人・家族の心構え

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
・医療近接型住まい「穏」の活用
・新規・既存の社会資源活用
・大田市通いの場整備事業との連携
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Ⅳ. 本人の選択と本人・家族の心構え‐意思決定支援

 既存団体との連携
 「緩和ケアネットワーク大田」「おおなん元気サロン」との意見交換会開催→連携開始
 下記研修会共催（２/ 24）

 在宅で生を全うするシンポジウムの実施
 住み慣れた地域で“住まう”を考える研修会
① 宮崎県での先進事例紹介（宮大医学部教授）
② 川本町での訪問診療・看護事例紹介
③ 患者・家族の選択と心構え（司法・行政書士）

アドバンスケアプランニング普及・啓発

まずは、在宅看取りへの課題を抽出
平成30年度に課題を住民と一緒に考える
“場”を提供し、“住まう”の実現につなげる



社会医療法人仁寿会

医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
・官民人材育成
・医療介護水先案内人育成

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
・病院連携強化：まめネット活用

アドバンスケアプランニング普及・啓発
・緩和ケアネットワーク大田との連携
・おおなん元気サロンとの連携
・在宅看取り研修会の企画

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
・医療近接型住まい「穏」の活用
・新規・既存の社会資源活用
・大田市通いの場整備事業との連携

新規・既存の社会資源活用
・川本町商工会連携（買い物支援）
・川本町社会福祉協議会連携（ボランティア）

医療介護水先案内人育成
・まめネット在宅ケアシステム活用提案

食事栄養支援
・邑智郡食事栄養支援協議会運営支援
・研修会開催
・標準食支援マニュアル作成準備
・口腔ケアサポーター研修開催
・食事形態標準表作成

特定・口腔機能健診推進
・邑智郡LEDO健診事後措置フロー運用

産業保健活動の推進
・仁寿会：産業保健活動の実施

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
・緩和ケアへの体制構築
・在宅医療介護の充実と支援体制構築

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
・遠隔診療パイロット開始
・Web会議システムの活用
・ICTツールの活用

しまね型医療提供体制構築事業

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する地域包括ケア推進事業
事業報告まとめ



社会医療法人仁寿会

医療関連専門職育成
・地域でのスキルシェア研修
→専門職や住民との合同研修
→ICTの活用（まめネット含む）

行政の取り組み・連携支援
・病院連携協定の締結支援
→連携病院間での部門間連携継続
（医師、看護、栄養、事務など）

アドバンスケアプランニング普及・啓発
・緩和ケアネットワーク大田、おおなん元気サロンとの連携継続
・在宅看取り研修会開催
→課題（ 2/24シンポジウム）について地域で考える場を提案

住環境・ｺﾐｭﾆﾃｨの整備
・医療近接型住まい「穏」の活用した提案
→行政・社協・商工会（商店会）と連携した支
援企画提案と実施（コンパクトシティモデル）
・大田市通いの場整備事業との連携
→長久地域ふれあい協議会に参加し、和かち逢う
家の社会化をすすめ、地域と社会資源をつなぐ 新規・既存の社会資源活用

・川本町商工会連携
→穏を活用した企画（コンパクトシティモデル）
・川本町社会福祉協議会連携
→地域ボランティア拡大（30年度より穏へボランティアの提
供開始）

医療介護水先案内人育成
・まめネット在宅ケアシステム活用提案
→スマートデバイス化（県の新規事業への参加）

食事栄養支援
・邑智郡食事栄養支援協議会運営支援
→口腔ケアサポーター研修会開催
→標準食支援マニュアル作成支援
→食事形態標準表作成（大田圏域版として情
報収集）

特定・口腔機能健診推進
・邑智郡LEDO健診事後措置フロー運用
→行政と情報共有体制強化

産業保健活動の推進
・仁寿会：産業保健活動の実施

医療介護連携推進
・認知症支援体制構築
→大田圏域認知症ネットワーク協議会：作業部会でのまめネットを活用し
た多職種連携を支援、認知症医・歯・介連携体制の構築
・緩和ケアへの体制構築
→邑智郡内でのネットワーク体制構築支援し、大田圏域での連携を強化
（緩和ケアネットワーク大田、おおなん元気サロンとの連携継続）

ICTの活用
・まめネットの活用拡大
→スマートデバイス化（県の
新規事業への参加）
→医科・歯科連携への活用

しまね型医療提供体制構築事業

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する地域包括ケア推進事業
平成30年度事業計画案



社会医療法人仁寿会

しまね型医療提供体制構築事業

住民の「どうありたい」を「つながる」で実現する
地域包括ケア推進事業

平成29年度第2回地域包括ケアシステム関係機関連絡会議

自分の手の届くキョリから伝える、one Love
それは、仁、人を思いやる心、仁寿会

成長を支援する、健康を支援する、「つながる」を強化する
仁寿会は、今後も「つながる」で地域包括ケアシステムの構築支援に取組みます。

(紫舟書 朝日新聞aspara提供)

http://www.e-sisyu.com/

ご清聴ありがとうございました。

http://www.e-sisyu.com/

